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夕方 降り出した 雨 は その 晚 遅くまで 続いた。 しとし 

ととした 淋しい 雨だった。 丁度 十 時 頃 その 軽い 雨 音が 

止んだ 時、 会社員ら しい 四 人達れ の 客 は 慌 しそうに 

帰って いった。 そして 後に は 三人の 学生と ゲ— ム取リ 

の 女と が 残った。 

室の 中には 濁った 空気が どんより と 静まつ ていた。 

何だか 疲れき つたよう な 空気が その 中に 在った。 一 一 つ 

たま だ い 

の 球 台の 上に は 赤と 白と 四つの 象牙 球が、 それでも 瓦 

斯の 光り を 受けて 美しく 輝いて いた。 そして 窓から、 



女 は 立って 来て 布で 球 を 拭いた。 そして それ を 並べ 

ながら 松 井の 方に 声をかけた。 

「松 井さん、 あちらで こちらの 方と 如何です ご 

「今日はもう 疲れち やった ご と 松 井 は 投げる ように 

云った。 

其処に お上さん が 奥から 茶 を 汲んで 出て 来た。 もう 

可な りのお 婆さんで ある。 いつも 髪 を 小さく 束ねて 眉 

を 剃って いる。 妙に 人の 顔 を じろじろ見る 風が あった _ 

「どうかな すつ たんです かご と 上さん はすぐ に 会話 

を 奪つ てし ま つ た。 

「え！」 と 松 井 は 怪訝な 顔 をした。 



んご と 女 は 睨む ような 眼 付 をした。 

「おいおい、」 と 村 上 は 口を入れた。 「勝った 時には も 

少し 口 を 慎む もの だよ ご 

「その代りに 何 か 奢りなさい よご 

「そうだね え …… 何でも 御望み 次第 ご 

「懐の 御 都合 次第 ご と 女 は 村 上の 調子 を 真似ながら 

笑った。 

「おそば …… はどう だ。」 

「それから？」 

「何が さ？」 

「それから 麦酒と いうんで しょう。 I 



「もう 今日は 黙 目 だよ 〔# 「黙 目 だよ」 は ママ〕。」 

「意気地な しだ わね え。 林さん 一 つお 願いし ましょう 

かご 

林 はた だ 微笑んで みせた。 

おたか はもう 突 棒 を 手に して、 媚 ある 眼で じっと見 

やった。 で 林 は そのまま 立ち上った。 

林 は 平素より いくらか 当りが 悪い ようだった。 

「大変 優勢 だね ご と 村 上 はおた かに 声をかけた。 

「ええ 今晩は 馬鹿にい いのよ ご こう 云って 彼女 は怪 

しい 笑み を 洩らした。 

黙って ゲ— ムを 見て いる 松 井の 心に ある 佗びし い 思 



いが 湧いた。 何とい うこ ともなく 只 捉え 難い 空虚の 感 

である。 瓦斯の 光りが 妙に 淋しい。 球の 色艷が 妙に 儍 
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彼 は 遠い 物音 をで もき くような 気で 球の 音 をき いて 

いた。 暫くして 漸く 心 をき めた。 

「おいもう 帰ろう よご 

「え！」 と 村 上 は 松 井の 顔 を靦き 込んだ。 

「僕 は 先に 失敬し ようご と 松 井 は 云い 直した。 

「いや 僕 ももう 帰る よ。」 

「おやもう お帰り？」 おたかが 親しい 調子で 云った。 

「今日は 大変お 早 いんです ね ご 



そ の 時 松 井の 心に おたかの 顔が はっきり 浮んで きた。 

大きい 束髪に 結って いる、 眉の 濃い 口元の しまった 男 

性的な 顔 付で ある。 馬鹿に 表情の 複雑な 眼が 光って い 

る …… 。 松 井 は その 顔 を 不意に はっきり 思い 浮べた こ 

と を 意識して、 心に ある 動揺 を 感じた。 

「君 は 一体、」 と 村 上 はまた 云った。 「物事 を 余り 真面 

目に 考えす ぎる からい けな いんだ。 世の中の こと は 万 

事 喜劇に すぎ な いんだ からね ご 

村 上に 云わせる と 斯うで ある < 生 は ある 事 

件々々 の 連続で ある。 所が 事件と 事件と の 連絡 関係 は 

人力の 如何と もすべからざる ものである。 それ は 人間 



「馬鹿な y j と を 仰 言 い よ。 」 

煖炉の 火が 音を立てて 燃え 出した。 竈が 赤くな つて 

二人の 顔 を 輝ら した。 珍ら しく 接する 赤い 火の 色 や 音 

や 匂いまで が、 全身の 感覚に ある 悦びと 輝きと を 起さ 

した。 二人 はふと 顔 を 見合って わけもなく 微笑んだ。 

「火と いう もの はいい もんだ ね ご 

「ええ。 でも 私 は 煖炉より 炬燧の 方が 好きです わ。 よ 

く 暖ま つてね ご 

r 炬鐽 でち びりち びり 酒で もやるな あ 悪く はない ね ご 

「私 だめ。 ちっとも 飲めな いんです よご 

「特別の 場合 を 除いて はね。 …… だが 今日の ような 



ね ご 

「ああ 遊びに おいでよ。 御馳走 は 出来ない がね ご 

「ほんと にい いんです か。 お 邪魔で はなく つて 9 

でも 村 上さん やなん かお 友達が 始終い らっしゃ るんで 

しょう。 お 目に かかる といやね ご 

「そんなに いつも 来 やしない よご 

「そう。 では 屹度お 伺いす る わ。 私 あなたの 下宿 はよ 

く 知って るから ご 

それき り 一寸 言葉が と 切れた。 そして 妙に 落ち 付き 

のない 沈黙が 続いた。 

「おやもう 乾いて しまったんで すね ご とお たかは 急 



寄った。 

「大分 暫くで したね ご と 松 井 は 云った。 その 声 は 妙 

に 喉の 奥で かすれた。 

「ええ。 丁度 暫く 病気 を やった ものです から。 まだ 薬 

を 飲んで います けれど、 もう 殆んど 宜し いんです ご 

「それ はいけ ませんで したね ご 

そのまま 黙って 松 井 は 林の 前につつ 立って いた。 林 

は 横 を 向いて いた。 ふと 気が 附 くと 松 井 は 吃驚して 村 

上の 処へ 行った。 そして 台が あいた 時 二人で 球 を 突い 

た。 

その 晚 他の 客が 帰る と 一 緒に 林 も 早く 帰って いった _ 
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